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別紙

１０月１６日（金）

委員長　　　　開会宣言
議長　　　　　あいさつ
市長　　　　　あいさつ
認定第１号

委員長　　　　本委員会に付託された認定第１号平成26年度長久手市一般会計決算認定についてを議題とする。初めに決算の概要について説明を求める。

市長　　　　　決算の概要について説明。
委員長　　　　それでは、予め通知の順に決算の説明を求める。
税務課
税務課長　　　税務課の決算について説明。
山田(か)委員　主要事業の成果47ページ（決算書19ページ）　法人市民税課税業務
法人市民税は前年度比2.7パーセント減は景気に左右されたと説明があったが、地方税法の改正によるものではないのか。
税務課長　　　平成26年10月1日に改正され、法人税の税率が12.3パーセントから9.7パーセントに下がったが、改正後に事業を開始した法人に適用される。平成26年度は業績が良くなかったと考えている。
さとう委員　　決算書19ページ　個人市民税43億6,187万6,857円(収納済額)
前年度比8.6パーセント増と説明があったが、一人当たりの税額の増減はどのようか。
税務課長　　　平成26年度の普通徴収分17万8,000円、特別徴収分13万2,000円、年金特徴分３万8,000円に対し、平成25年度は普通徴収分17万6,000円、特別徴収分12 万7,000円、年金特徴分３万9,000円で特別徴収分、普通徴収分は増え、年金特徴分は年金支給額の減額により課税額も減となった。
さとう委員　　決算書113ページ　ナンバープレートデザイン案作成報償金３万円
平成25年度にナンバープレートデザイン委託18万9,000円を支出しているが、平成26年度にデザイン案作成の支出があるのはなぜか。ナンバープレート作成に約57万円支出したと説明があったが、市内でご当地ナンバーをあまり見かけないが、交付、在庫の状況はどのようか。
税務課長　　　平成25年度に民間のデザイン業者に委託して３案作ったが、内部で検討したところインパクトが足りないとの意見があった。その後、愛知県立芸術大学の白木氏へデザインを依頼し、採用することになった。ご当地ナンバープレートは1,500枚作成し、平成27年1月から交付している。交付状況は、50ｃｃ以下182枚、90ｃｃ以下20枚、125ｃｃ以下34枚となっている。ご当地ナンバープレート作成の総額は78万8,000円となった。
委員長　　　　他になければ、税務課の質疑及び意見は以上で終了する。
収納課
収納課長　　　収納課の決算について説明　

大島委員　　　決算書19ページ　法人市民税不納欠損額18万円

不納欠損とした理由は何か。

収納課長　　　平成23年に定めた市税の滞納処分に対する執行停止に関する取扱要領に基づき２件処理した。なお、市民税204件、固定資産税、都市計画税で122件、軽自動車税83件を不納欠損とした。

さとう委員　　決算書115ページ　コンビニ収納業務取扱手数料　164万2,092円

前年度より増えているが、取扱件数が大幅に増えたのか。

課長補佐　　　件数、収納額ともに毎年増加している。４税合計（市民税、国民健康保険税、固定資産税、軽自動車税）で平成25年度３万9,371件に対し、平成26年度は4万2,322件となった。

委員長　　　　他になければ、収納課の質疑及び意見は以上で終了する。
行政課
行政課長　　　行政課の決算について説明
吉田委員　　　主要事業の成果38ページ（決算書119ページ）　選挙啓発活動

選挙出前トークを北小学校に特定した理由は何か。

行政課長　　　校長会に相談し、北小学校から希望があった。他校からも希望があれば実施する。公職選挙法の改正があり、中学校へも広げたいと考えている。

さとう委員　　決算書121ページ　愛知県知事選挙諸経費‐選挙公報配布委託54万2,916円　決算書125ページ　衆議院議員選挙諸経費‐選挙公報配布委託81万5,184円

どこに委託しているのか。又、選挙公報が有権者の手元に届くタイミングに差があるが、改善できないか。

行政課長　　　公職選挙法では選挙の２日前までに配布の規定があり、告示日に候補者が確定後、選挙日の２日目までに配布している。配布は株式会社中日総合サービス瀬戸営業所へ委託している。届く日にちに開きがあることについては、一度研究する。

大島委員　　　決算書79ページ　例規集システム管理業務委託324万円

市のホームページで閲覧する例規集の管理委託か。又、委託先はどこか。

行政課長　　　職員の業務用検索システムの管理で、株式会社ぎょうせいへ委託している。
山田(か)委員　決算書77ページ（主要事業の成果37ページ）　あいち電子自治体推進協議会負担金285万4,000円

あいち電子調達共同システムシステムを利用した電子入札は187件と説明があった。主要事業には「物品及び役務の提供等委託業務については、平成24年10月から設計価格200万円以上の案件に拡大し」とあるが、電子入札は全体の何パーセントか。

行政課長　　　工事、建設関係の委託の競争入札は全て電子入札、200万円を超える物品、役務の提供等委託業務は電子入札としている。

課長補佐　　　平成26年度の競争入札は224件あり、内電子入札が187件、83.5パーセントになる。

委員長　　　　他になければ、行政課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。
　　　　　　
　
午前11時26分休憩
　　　　　　　
午前11時35分再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。

委員長　　　　収納課長から発言を訂正したい旨申し出があったので発言を許可する。

収納課長　　　コンビニ収納について総額で約１億と説明したが、総額で約11億185万円、前年比1億3,663万円、2,951件の増と訂正する。

財政課
財政課長　　　財政課の決算について説明

大島委員　　　決算書81ページ　電話交換及び受付委託720万1,620円

契約は単年度、長期契約のどちらか。

財政課長　　　５月から翌年４月の契約期間で毎年入札、契約している。

山田(か)委員　決算書79ページ　指定管理者選定委員報酬８万300円

平成26年度の指定はどのようだったか。

財政課長　　　温泉交流施設及び田園バレー交流施設の指定管理者を決めた。

さとう委員　　決算書85ページ　電気自動車充電設備工事205万2,000円

利用実績はどのようか。

財政課長　　　平成26年10月から稼働し、利用は54回、月平均７～８回である。

山田(け)委員　決算書83ページ　職員駐車場借地料35万8,440円

初年度経費を含むか、次年度も同額か。

財政課長　　　市の借地基準に基づく金額で、次年度も同額である。

課長補佐(管財担当）　

平成26年度はほぼ半年分となり、平成27年度はほぼ倍額になる。

山田(け)委員　正直高いと思う。市役所職員駐車場設置工事266万2,200円（決算書85ページ）もかかっている。民間駐車場の借地料と比較して妥当と考えるか。

財政課長　　　52台分の駐車場が確保でき、借地基準に基づき適正と認識している。又、工事も入札で契約業者を決め、適切だったと認識している。

大島委員　　　主要事業の成果40ページ（決算書71ページ）　教育債

３件とも財務省で償還期間も同じだが、利率が1.0パーセント、0.9パーセントと異なるのは、何か基準があるのか。

財政課長　　　償還期間、利率はその都度東海財務局と協議して決めるが、手元に資料がないので確認して報告する。

さとう委員　　決算書53ページ　ふるさとながくて寄附金８万5,000円

市内から市外への寄附について把握しているか。

財政課長　　　確定申告から推察すると75人、1,063万800円だが、東日本大震災関連の寄附も含んでいる。

ささせ委員　　決算書83ページ　緑のカーテン設置・撤去委託６万2,132円　市役所植栽帯緑化工事186万8,400円　市役所等樹木維持管理工事64万8,000円契約先と契約方法はどのようか。

課長補佐(管財担当）

緑のカーテン設置・撤去委託は長久手市シルバー人材センター、他の２件は東名園芸と随意契約により契約した。

佐野委員　　　決算書83ページ　市役所周辺整備構想作成委託91万8,000円

契約業者の選定はプロポーザルか。

課長補佐（管財担当）

指名競争入札で決定した。

委員長　　　　他になければ、財政課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。
　　　　　　　
午後０時20分休憩
　　　　　　　
午後１時15分再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。
市民課
市民課長　　　市民課の決算について説明
さとう委員　　決算書109ページ　行政サービスコーナー管理諸経費933万4,573円

証明書発行件数は前年度比約4,000件減となったが、930万円の経費に見合った効果はあるか。来年度にはイオンがオープンし、リニモテラスも整備されるが、Ｎピアを移動する計画はあるか。

総務部長　　　マイナンバー制度が普及するとコンビニでの交付等、さまざまな観点から今後サービスコーナーの在り方を検証したい。

委員長　　　　他になければ、市民課の質疑及び意見は以上で終了する。
市民相談室
市民相談室長　市民相談室の決算について説明
佐野委員　　　決算書285ページ　家庭教育相談員謝金6,000円
何件の相談があったか。
市民相談室長　不登校に関する相談が1件あった。相談件数は少ないが、家庭教育推進事業の一環として県内市町村で実施している。
山田(か)委員　主要事業の成果45ページ（決算書213ページ）　消費生活相談事業
相談件数延べ163件とあるが、どのような相談が多いか。
市民相談室長　契約トラブル、多重債務、インターネット・スマホ上での契約、金融・保険、不動産、マルチ商法等の相談がある。
委員長　　　　他になければ、市民相談室の質疑及び意見は以上で終了する。
たつせがある課

たつせがある課長　

　　　　　　　たつせがある課の決算について説明
大島委員　　　決算書95ページ　盆踊り報償金21万円

支出先はどこか。

たつせがある課長

市内で盆踊りを実施した７団体、長久手ニュータウン自治会、三ケ峯自治会、九友会、草掛自治会、岩作青年支会、長東会、北熊区に３万円ずつ支出した。

大島委員　　　決算書111ページ　住民プロジェクト推進事業委託488万9,160円

なでラボの成果は何か。

たつせがある課長

市民主体のまちづくりを進めるためにファシリテーション能力を身に着けた市民や職員を育てることを目的としている。なでラボの５つのプロジェクトのほか、地域総合戦略、古戦場公園再整備基本構想、里山プラン策定のワークショップにメンバーが参加している。

大島委員　　　委託先はどこか。

たつせがある課長

本市出身の山崎亮氏が主宰するｓｔｕｄｉｏ‐Ｌへ委託した。ｓｔｕｄｉｏ‐Ｌは、他市町の総合計画策定支援に市民参加の仕組みを取り入れ先進的だった。本市で取り入れたい手法だったので契約した。

大島委員　　　決算書97ページ　コミュニティ推進事業補助金900万18円

９団体への交付額は、どのように決定するのか。

たつせがある課長

各団体一律の均等割、自治会数による自治会割、加入世帯割の３つで算出し、交付額を決めている。

山田(か)委員　コミュニティ推進事業補助金は当初予算700万円だったが、予算と決算との差額200万円をどう捻出したのか。

たつせがある課長

防犯カメラのランニングコストを対象としたが、当初予算に計上していなかったので流用し、900万円となった。

山田(か)委員　ランニングコストは1台当たりどれくらいか。

たつせがある課長

インターネット回線使用料は1台でも10台でも変わらないが、サーバーへの録画、電気代、電柱占有料は1台ごとにかかる。概ね６万～12万だが、設置台数により開きがある。

吉田委員　　　決算書97ページ　男女共同参画審議会委員報酬13万1,400円

市役所内の取り組みはどの程度進んだか。

たつせがある課長

男女共同参画基本計画に基づき、女性委員の登用30パーセント等個別に取組を進めている。毎年推進状況を調査し、着実に進んでいる。

さとう委員　　主要事業の成果58ページ（決算書111ページ）　地域共生ステーション事業

平成26年度の活動を踏まえた北、南の地域共生ステーションの見通しはどのようか。

たつせがある課長

北のステーション部会は、あり方の検討、まち歩き、夏休みの宿題会、おひろめ会等いろいろな取り組みをしている。南の座談会は南のステーション検討会に名称変更し、どちらも順調に進んでいる。

さとう委員　　決算書95ページ　市政協力委員報償金100万1,667円

１人１万円の根拠が示されないまま100人分100万円が支出されることに問題はないか。

たつせがある課長

この類のものは要綱に額を明記するのではなく、予算に計上する中で決るものと理解している。

さとう委員　　主要事業の成果57ページ（決算書111ページ）　住民プロジェクト推進事業

なでラボの先進地視察に延べ30人参加とあるが、参加者はどのようか。説明に「チーム活動の参考とするため、愛知県佐久島、大阪府大阪市、広島県福山市へ視察に行った。」とあるが、どう活かされたのか。

くらし文化部長

参加者は大阪市へは市民６人、職員４人の計10人、佐久島へは市民８人、職員５人の計13人、福山市へは市民０人、職員７人の合計30人である。視察事例の内容、目的については、詳細資料の持ち合わせがないので別途報告する。（視察報告（ニュースレター）の補足説明資料提出あり※１）

吉田委員　　　決算書111ページ　ステーション嘱託員報酬173万4,000円
嘱託員の定着性がなく今年は嘱託員ではないが、どう考えているのか。
たつせがある課長
共生ステーションは運営協議会を設け議論してきたが、本来の姿とは違う状況になっている。まちづくり協議会の話し合いの中でも共生ステーションの運営方法についても議論したい。

佐野委員　　　決算書97ページ　コミュニティ推進事業補助金900万18円

事業に対する成果と評価を示してほしい。この補助金が自治会連合会の固定費になりつつあるが、どう地域の課題が解決されたか評価しているか。

たつせがある課長

実績報告の際に収支報告書と共に事業検証報告を提出してもらう。又、市は行政評価で自己評価をしている。
委員長　　　　他になければ、たつせがある課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。
　　　　　　　
午後２時10分休憩
　　　　　　　
午後２時20分再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。

安心安全課

安心安全課長　安心安全課の決算について説明
山田(か)委員　決算書107ページ　競り下げ式システム運営業務委託9万9,318円

どのようなシステムの委託か。

安心安全課長　備蓄用食糧をリバースオークション方式で購入した際の運営手数料である。

吉田委員　　　決算書105ページ　防犯交通嘱託員報酬1,349万7,384円

嘱託員６人は、全員警察ＯＢか。採用は誰が決めるのか。

安心安全課長　そのとおり。警察を通じて募集をかけ、採用している。

吉田委員　　　６人は市外在住と聞くが、市内在住者の採用はできないのか。又、再任用職員を配置し、パトロールすることができないか。警察ＯＢでなければいけないのか。

安心安全課長　市内在住者がいれば採用したい。再任用職員の配置等今後のことは未確定である。

さとう委員　　主要事業の成果60ページ（決算書105ページ)　Ｎ‐バス運行事業

利用者23万1,832人、内有料乗車人数４万6,304人とあるが、有料乗車数の増減と収支比率はどのようか。

課長補佐　　　利用者は前年度比約５パーセント増、有料乗車は約20パーセントで推移している。
安心安全課長　収支比率は確認して報告する。（「5.2パーセント」と補足説明資料提出あり※２）
さとう委員　　決算書105ページ　防犯カメラ設置費補助金302万円

設置団体ごとの内訳を確認したい。ランニングコストの補助は、コミュニティ推進事業補助金で間違いないか。

安心安全課長　平成26年度は10台に設置に対し302万円補助した。内訳は、長湫地区北部自治会連合会４台　124万9,000円、西小校区自治会連合会４台　119万円、長湫地区長久手小学校区自治会連合会１台　31万6,000円、前熊区1台　26万5,000円のとおり。ランニングコストは、平成26年度からたつせがある課所管のコミュニティ推進事業補助金で対象とした。　　　

さとう委員　　決算書107ページ　消耗品費835万5,944円

非常食はアレルギー対応食をどの程度備蓄しているか。

安心安全課長　アルファ米のほか、保存用パンを新規に備蓄した。割合は確認して報告する。（「アルファ米59.6パーセント、缶入りパン58.8パーセント」と補足説明資料提出あり※２）
佐野委員　　　決算書109ページ　防災訓練費56万6,922円

平成26年度は大学生の参加があった。市が学生の参加を取りまとめたのか。

安心安全課長　愛知医科大学、愛知淑徳大学に協力を依頼した。参加した看護学生からは、「訓練だからできた。実際に災害現場でできるか不安」の声があった。平成27年度は、昨年より多くの大学の協力を得て訓練ができる。

山田(か)委員　決算書103ページ　小型バス1,738万8,000円

Ｎ－バスの買い換えの基準は走行距離か、年式か。旧車両は廃車にしたのか。

安心安全課長　平成16年登録、平成27年３月廃車で約58万5,000走行した。概ね10年で更新し、旧車両は売り払いの予定である。

委員長　　　　他になければ、安心安全課の質疑及び意見は以上で終了する。
環境課

環境課長　　　環境課の決算について説明
山田(け)委員　決算書191ページ　外来種対策等事業委託233万2,800円

調査の結果どのような対策をとることになったか。

環境課長　　　杁ケ池のミシシッピアカミミガメ、香流川のオオキンケイギクの２件を市民と共に重点的に駆除している。

吉田委員　　　決算書197ページ　動物処理委託117万6,120円

生きている動物、死んだ動物の取扱い比率はどの程度か。

環境課長　　　道路上で轢かれた犬、猫の処理をする。

課長補佐　　　242件処理した。

吉田委員　　　生きている犬、猫は、動物管理センターへ何匹渡ったか。

環境係長　　　直接持ち込まれることもあり把握してない。

佐野委員　　　決算書201ページ　環境保全対策事業委託200万9,232円

当初予算より100万円少ない決算となった理由は何か。

環境係長　　　河川等事業者排水分析委託を下水課と一緒に発注したため。

山田(か)委員　決算書191ページ　太陽光発電システム設置補助金391万7,000円

52件と説明があったが、新築住宅への交付を含む件数か。市内には新築住宅が多く新築住宅を含む52件は少ないと思うが、継続するのか。

環境課長　　　例年６月には受付を予定数に達し、受付を終了する。平成27年度は、今日現在44件受付、40万円余残っている。環境基本計画の改定作業中なので、地球温暖化防止実行計画地域施策編の中で検討している。
さとう委員　　決算書201ページ　尾張旭市長久手市衛生組合負担金5,928万9,484円
解散に向けた協議をしているが、いつ頃解散か。又、負担金が増えた要因は何か。
環境課長　　　解散は当該組合議会では検討していると報告されたが、いつと明言できる段階でない。
課長補佐　　　人口増により負担額が増えたこと、光熱水費、消耗品等の経常経費の増加が原因と聞いている。
山田(け)委員　決算書191ページ　犬・猫避妊等手術費補助金100万7,000円
野良猫、地域猫は、何匹対象となったか。
環境係長　　　この補助金の交付要綱では、野良猫への補助はない。
環境課長　　　地域猫については、活動の高まりがあり検討している。
さとう委員　　決算書63ページ　かん売払代377万6,947円
　　　　　　　平成25年度73万円が377万円に大幅増となった理由は何か。
課長補佐　　　契約単価、回収量により金額は変わるが、確認して報告する。（「処理を晴丘センターから民間処理業者へ搬入とし、有価物としての収入約303万円増」と補足説明資料提出あり※３）
委員長　　　　他になければ、環境課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。

午後３時29分休憩
午後３時40分再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。

産業課

産業課長　　　産業課の決算について説明　　　

山田(か)委員　決算書211ページ　住民起業支援塾運営委託99万4,896円

起業につながったのは何人か。

産業課長　　　８人が事業発表し、２人がＮＰＯの立ち上げ準備中である。

佐野委員　　　決算書209ページ　長久手田園バレー事業推進費77万6,895円

予算の150万円から77万円と事業費が半分になたっが、何をしたのか。

主幹　　　　　まちなか農園の整備をした。

佐野委員　　　まちなか農園整備は予算書にないが、個別プロジェクトがこれに該当し、予算130万円をまちなか農園整備工事45万円に減額した理由は何か。

主幹　　　　　計画より規模が小さくなり、仏が根１か所の整備としたため。

佐野委員　　　都市部の営農推進をどう成果につなげるのか。

主幹　　　　　平成26年度は農園整備をした。平成27年度は大学のゼミの活用や体験してもらっているが、地域の人を巻き込むのは難しい。

くらし文化部長　

まちなか農園は、コミュニティごとの農園を目指している。今後の展開として、まちづくり協議会等の活用もあると考えている。

大島委員　　　決算書203ページ　農家基本台帳システム保守委託９万7,200円　農家基本台帳システム改修委託145万8,000円　農家基本台帳システム導入委託448万2,000円

農家台帳システムは農業所得者がいるから必要なものか。

産業課長　　　農家データの管理のためで、農業所得とは関係ない。

さとう委員　　主要事業の成果70ページ　「長久手給食食材生産会」の運営支援

学校給食への野菜納入量3,198キログラムとあるが、減少傾向である。耕作地が増える見込みはあるか。

主幹　　　　　新しい給食センターでは機械作業が増え、野菜の規格を揃えることが必要となった。市内には大きな農家はなく、規格を揃えることが難しい。できるだけ取り扱いを増やしたいとは思っている。

委員長　　　　他になければ、産業課の質疑及び意見は以上で終了する。
生涯学習課

生涯学習課長　生涯学習課の決算について説明
大島委員　　　決算書311ページ　スポーツの杜借地料3,177万4,783円

スポーツの杜は整備後かなりたつが、地権者数と借地料の㎡単価はいくらか。

生涯学習課長　８人の地権者と平成26度から10年間の契約更新をした。借地料は借地基準に基づき、固定資産税課税標準額の6.5パーセントの額である。

山田(か)委員　決算書291ページ　合戦430年記念まんが本作成業務委託194万4,000円

当初予算に計上がなっかったが、どこから流用したのか。

生涯学習課長　当初予算では印刷製本費で147万円の予定だった。小牧・長久手の戦いを正確に理解してもえるよう監修を含めた発注に変更したため、文化財費の緊急発掘調査委託から約50万流用し、2,500部の作成委託とした。

山田(か)委員　作成した2,500部の活用、在庫状況はどのようか。

生涯学習課長　小学校の６年生の学級文庫及び図書室へ10冊、中学校は全クラスの学級文庫に10冊、特別支援学級へ2冊をそれぞれ配布した。又、7月から1冊300円で販売している。小中学校への配布約700冊、販売約800冊となり、在庫は約1,000冊となっている。

佐野委員　　　決算書307ページ　総合型地域スポーツクラブ指導者報償金77万7,920円

当初予算から100万円減した理由は何か。

生涯学習課長　募集はしたが申込みが少なく、実施に至らなかったケースがあった。平成26年度は、５種目10教室の実績となった。

さとう委員　　主要事業の成果74ページ　ながくて市民大学　いきいき！エルダー塾

26人の参加とあるが、どのような講座を実施したのか。又、平成27年度以降どう充実させるのか。

生涯学習課長　平成26年度の新規事業で、60歳以上を対象に定員30人で募集した。地域力を高める防犯、小牧・長久手の戦いの跡地を歩こう、ニュースポーツ体験等６月から12月に12回実施した。参加型の講座とし、グループワークや現場に出でいく中で、役割を持ち地域での活躍を期待している。平成27年度も継続し17人が参加している。昨年の受講者を対象にした専門コースは、12人が受講した。

委員長　　　　他になければ、生涯学習課の質疑及び意見は以上で終了。
文化の家

文化の家事務局長　

文化の家の決算について説明
吉田委員　　　決算書297ページ　文化の家館長報酬348万円

館長の何年在職し、いつまで在職するのか。

文化の家事務局長

15年在職し、平成26年度末で退任した。現在館長はくらし文化部長が兼務している。

山田(け)委員　決算書297ページ　ホームページ作成委託314万2,800円

一般的なホームページ作成と一桁違う金額だが、どのような委託か。又、業者選定は入札か

文化の家事務局長　

デザイン作成97万円、テンプレート作成200万円の約300万円である。デザインはコンペ形式で決定し、テンプレート作成は市のサーバーを管理する会社へ委託した。

さとう委員　　決算書301ページ　事業・公演等委託2,905万4,581円

自主事業の収支比率はどの程度か。

文化の家事務局長　

補助金収入等を含め54.6パーセントである。

さとう委員　　主要事業の成果79ページ　貸し空間事業

どこの稼働率が低く、どの程度か。

文化の家事務局長　

稼働率が低いのは暗室の18.7パーセントだが、狭い空間のため他に転用することが難しく、リニューアル後も暗室として使用予定。光のホール55パーセント、和室64パーセントとなっているが、会議室等は全て90パーセント以上である。

さ委員長　　　　他になければ、文化の家の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。

午後４時38分休憩
午後４時50分再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。

安心安全課から配布のとおり補足説明資料の提出があった。※２

教育総務課

教育総務課長　教育総務課の決算について説明
さとう委員　　決算書247ページ　適応指導事業費564万1,929円

入級者９人以外の不登校児童、生徒の状況を把握しているか。

指導室長　　　不登校で通えてない場合は、担任や様々な立場の人が家庭訪問している。接する中でやわらかな登校刺激を与えながら対応しているが、重篤な事情を抱えていることが多い。すぐに復帰、安定してＮ－ハウスに通えるということにはならない。

さとう委員　　決算書247ページ　道徳教育支援事業負担金６万5,058円

平成25年度にはない項目だが、何のための支出か。

指導室長　　　愛日、県単位でさまざまな研究指定がある。平成26年度に道徳の研究指定を受けたための費用である。

山田(か)委員　教育振興費‐各小中学校費　図書の購入について　

各校、図書標準を満たしているか。

教育総務課長　長久手小学校96.2パーセント、北小学校98パーセント、北中学校84.3パーセントの３校が満たしてない。北中学校は開校時の50パーセントから毎年10パーセント程度上げている。

ささせ委員　　教育振興費‐各小中学校費　知能テスト等診断料について

対象は何年生か。中学校の支出額が大きい理由は何か。

教育総務課長　クレペリン検査、スポーツテスト、学力検査があり、検査ごとに各校が対象者を決めている。小学校は対象学年を設定しているが、中学校はほとんど全校対象としているため、支出額が大きくなっている。

委員長　　　　他になければ、教育総務課の質疑及び意見は以上で終了する。

給食センター

給食センター所長　

給食センターの決算について説明
さとう委員　　主要事業の成果116ページ　給食費の状況

１食当たりに要した公費負担額200円の内、地産池消推進分1円含むとあるが、どう活用しているのか。

給食センター所長　

１食に付き1円で、小中学校約5,500食、保育園約1,000食の積み上げとなる。長久手産、県内産の食材が市場価格より高い時に使い、地産地消の推進に充てている。

さとう委員　　給食費は、消費税が10パーセントになった時に上げるか。

給食センター所長　

平成25年度に給食費を上げ、翌年消費税が3パーセント上がった。消費税が10パーセントになった時には、市場の状況等を確認しながら検討したい。

山田(か)委員　給食費滞納者への対応はどうしているか。

給食センター所長

給食費は私債権なので、税のように差押えや債権放棄ができない。

総務部次長　　　給食費、保育料、使用料等の私債権の対応を総務部で検討している。平成28年度には専門的に扱えるよう準備をしている。

委員長　　　　他になければ、給食センターの質疑及び意見は以上で終了。
中央図書館

中央図書館長　中央図書館の決算について説明
さとう委員　　主要事業の成果121ぺージ　児童館連携事業（決算書295ページ　図書資料1,999万8,420円の内、児童館連携用図書資料84万円）

下山、市が洞、南の児童館は貸し出し図書の配架があるが、他の児童館への計画はどのようか。

中央図書館長　上郷児童館は平成27年度、西児童館と青少年児童センターは平成28年度以降に、開館順に予定している。

さとう委員　　主要事業の成果121ページ　学校連携事業（決算書295ページ　図書資料1,999万8,420円の内、学校連携用図書資料128万4,000円）

学校への貸出し点数、入替え期間はどのようか。

館長補佐　　　図書標準を満たすことを目的に各校の蔵書状況に合わせて、担当の学校連携司書が選書している。

さとう委員　　決算書67ページ　紛失本弁償金５万7,178円

紛失図書数と弁償図書数はどれだけか。

中央図書館長　不明本は478冊、弁償は52冊で0.21パーセントである。

委員長　　　　他になければ、中央図書館の質疑及び意見は以上で終了する。
委員長　　　　環境課から配布のとおり補足説明資料の提出があった。※３

会計課

会計課長　　　会計課の決算について説明


大島委員　　　決算書85ページ　指定金融機関派出手数料561万6,000円　

三菱東京ＵＦＪ銀行藤ヶ丘支店から２人派遣と説明があった。愛知県の指定金融機関と同じ金融機関なのに県税を取り扱わないのはなぜか。

会計係長　　　愛知県から県税の取り扱いを委任されてないため。

委員長　　　　他になければ、会計課の質疑及び意見は以上で終了する。
監査委員事務局

監査委員事務局長　

監査委員事務局の決算について説明
さとう委員　　決算書127ページ　費用弁償14万5,040円ほか

先進地視察先に宇治市、亀山市を選定した理由は何か。

監査係長　　　宇治市は政令指定都市である京都市に隣接し、ベットタウンとして発展してきたことが本市と共通するため選定した。又、亀山市は人口約５万人で、行政監査の指摘事項に時間外勤務手当があり、本市でも課題と考えているので視察した。

委員長　　　　他になければ、監査委員事務局の質疑及び意見は以上で終了する。
　　　　　　　本日はこの程度にとどめ、10月19日（月）午前10時から決算特別委員会を開く。これにて散会とする。
午後５時58分散会
１０月１９日（月）

午前10時00分再会

委員長　　　　たつせがある課から配布のとおり補足説明資料の提出があった。※１

消防本部

総務課長　　　消防の決算について説明
吉田委員　　　決算書233ページ　消防救急等機材73万8,720円　

震災時の緊急資材は整っているか。

消防第一課長　緊急援助隊として必要なおおよその活動資機材は配備済みである。24時間以内に緊急援助隊を支援する後続援助隊分は足りないものがあり、揃えていく。

さとう委員　　決算書239ページ　消防団員報酬563万4,000円

団員数の推移と、団員確保にどのような努力をしているのか。

総務課長　　　団員数は平成24年度144人、平成26年度136人、平成27年度は４月１日現在126人で、130人前後で推移している。又、団員確保は平成25年に法改正があり、公務員の積極的登用を推進している。地域に根差した団員登用のため、自治会等と関係を密にする等努力している。

さとう委員　　主要事業の成果130ページ　救急出動

出動件数1,729件とあるが、熱中症の搬送、年齢層の特徴、部活中の熱中症搬送はどのようか。又、タクシー代わりに使うような軽症者はどれくらいあったか。

総務課長　　　搬送人員は142人増加し、急病132人、交通事故39人増が主なもの。年齢構成では65歳以上の高齢者が42パーセントで、前年比59人となった。部活中の熱中症搬送は確認して報告する。（「中学生１人」と補足説明資料提出あり※４）

消防第一課長　入院加療を要さない軽症者は、出動で35パーセント、人数は前年度588人に対し564人で出動は増え、搬送者は減った。

山田(か)委員　決算書237ページ　ＡＥＤ賃借料８万2,404円

コンビニエンスストアへの開店時に設置できるか。又、従業員への講習はどうしているか。今年３月の設置後利用はあったか。

消防第一課長　今後オープンする店舗は、開店時の設置に務め、従業員への講習を案内している。ＡＥＤ設置後の利用はまだない。

吉田委員　　　決算書239ページ　県消防操法大会報償金35万円　消防操法訓練報償金60万円

県大会に向けた早朝訓練は何日間か。近隣市町も同様に早朝訓練か。早朝訓練に対する団員の意見を承知しているか。

総務課長　　　平成26年度の訓練は47日間。瀬戸市、尾張旭市、日進市、豊明市は夜間訓練と聞いている。

消防長　　　　県大会出場決定後、団幹部、団員で早朝、夜間の訓練かを含めた訓練日程を話し合いで決めている。団員了解のもとでの訓練実施と理解している。
委員長　　　　他になければ、消防本部の質疑及び意見は以上で終了する。
政策秘書課

政策秘書長　　政策秘書課の決算について説明

山田(か)委員　決算書91ページ　アドバイザー報償金19万8,000円

参考となるアドバイスはあったか。

政策秘書課長　長久手が将来目指す姿を考えるための委員会立ち上げの提言があり、長久手未来まちづくりビジョン策定に至った。事務効率の観点から決裁のあり方等の提言もあり、事務改善のプロジェクトチームで検討している。
山田(け)委員　主要事業の成果30ページ（決算書91ページ）　長久手未来まちづくり懇話会運営業務
どのような内容で３回開催したのか。
政策秘書課長　現状、課題確認とテーマ設定の検討までを行い、平成27年度に継続した。
さとう委員　　長久手未来まちづくり懇話会は、委員報酬、運営支援業務委託に計227万円を支出したが、目的と次期総合計画にどう活かすか。
政策秘書課長　人口は2050年をピークに減少に転じる、それを見据えた価値観や考え方を持ち、行政運営をすることが必要となる。第６次総合計画策定は2050年を意識し、市民を交えた計画づくりに取り組む。
委員長　　　　他になければ、政策秘書課の質疑及び意見は以上で終了する。
経営管理課

経営管理課長　経営管理課の決算について説明

山田(か)委員　決算書ペ89ージ　幸せのモノサシづくりアドバイザー報償金50万円　決算書91ページ　幸せのモノサシづくり作業補助委託130万6,800円

ながくて幸せ実感アンケートの総括、整理・まとめ、原稿作成と同じような内容だが、一つにできないのか。

経営管理課長　アドバイザー報償金は、全体的な方向性の確認と学術的な取りまとめ、裏付けをすることが役割で、関西大学の草郷先生にお願いしている。作業補助委託は地域研究問題所に委託し、ミーティングの作業補助のためで、一本化することはできない。

山田(か)委員　成果はどこまで説明できるか。

経営管理課長　まだ道半ばである。幸福度を高めている地域の人をクローズアップしてその活動を紹介し、参加を促した。ながくて幸せ実感アンケートはまちづくりの健康診断のようになり、２～３年ごとに実施することが必要である。
吉田委員　　　決算書91ページ　地域公共交通会議委員報償19万7,100円
公募委員は３人だが増やすことを考えないか。
経営管理課長　長久手市地域公共交通会議設置要綱で委員構成を決めている。15人のうち３人の公募委員は適切と考えている。
大島委員　　　決算書89ページ　自治基本条例策定等業務委託234万3,600円
委託契約の成果が形として見えにくいので、委託料234万円が妥当がどうかわからない。どのような内容で、妥当とする成果を説明してほしい。
経営管理課長　見える化という点での成果は、平成27年３月に「地域自治のまちづくりを考えるシンポジウム～長久手らしい自治の姿とは～」を実施した。内容については確認して報告する（自治基本条例策定委託業務内容の補足説明資料提出あり※５）
さとう委員　　主要事業の成果31ページ（決算書91ページ）　公共交通利用促進事業

地域公共交通会議は何を課題に議論したか。又、第２次地域公共交通総合連携計画は、どこに重点を置いたか。

経営管理課長　地域公共交通会議は第２次地域公共交通総合連携計画を完成させた。Ｎ－バス路線の見直しに着手のほか、公共交通の応援隊結成、公共交通交流会等で公共交通の在り方、重要性を伝えてきた。

さとう委員　　主要事業の成果31ページ　幸せのモノサシづくり事業
「個人の幸せにぶれるので修正する」との課長の発言は、アドバイザーが持っている枠の中に誘導するように聞こえるが、市の作る目的は何か。又、健康診断のような指標との説明は、幸せのモノサシは数値だけなのか、具体策につながるのか伺う。
副市長　　　　長久手市は全国で２番目に住みよいまちと言われても、住んでいる我々には実感がない。行政は市民が本当に幸せと実感しているか、市民にとっての幸せは様々な切り口があることは確認している。それを指標化する方法を今探している。草郷氏のイメージで仕事をしているのではなく、市民がどんなことを幸せと感じているのか分析して数値化したい。
佐野委員　　　幸せのモノサシづくりは、平成25年度に約300万円、26年度に約200万円をかけ、27年度にも継続している。政策秘書課の事業と合わせ長期短期含め、ぼやっとした目標に向かってトリプルスタンダードどころではない。幸せのモノサシづくりの落としどころは一体どこなのか。。整合性をもった指標づくり、単年度で評価と成果のわかるものにしてほしい。
副市長　　　　混乱は承知している。市長の方針として行政全体として考えることも必要だが、実際の行動や答えを出すことはもっと小さな単位である。それが地域であり、市民プロジェクトである。先進地にはキーパーソンがいて仲間を作り、行政と考え方が寄り添うことで成功する例をたくさん見ている。そのために市長は、職員と地域の人が話し合う機会を増やせ、法令や条例に基づく考えや行動はするな、地域へ出て行動しろと言っている。校区単位の地域自治計画等含めまとめられるといい。実行のキーパーソンは作らなけらば動かない。社会福祉協議会もＣＳＷ（コミュニティソーシャルワーカ-）を置き、学校にはスクールソーシャルワーカーを置く努力をしている。地域の生活者を誰かが助ける、そのネットワークが地域包括ケアを推進することにつながる。
さとう委員　　自治基本条例、幸せのモノサシづくりの完成のめどはいつか。高浜市は自治基本条例にまちづくり協議会が組み込まれていたのでできたが、長久手には根拠となる自治基本条例がない。

経営管理課長　自治基本条例は、平成27、28年度に市民との合意形成ができ、平成29年度に議会へ議案提出が最短と考える。幸せのモノサシが幸せ度を高める条例に、総合計画のよりどころよりどころになればいいと思っている。小さな単位のまちづくりの推進は、まちづくり協議会の活動の担保になれといいと考えている。幸せのモノサシづくりは、地域やＮＰＯ活動でも使ってもらうため指標を早く作りたい。又、幸せ実感アンケートは継続して実施したい。この１、２年で大きなめどを立てることを考えている。
委員長　　　　他になければ、経営管理課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。
　　　　　　　
午前11時35分休憩
　　　　　　　
午前11時45分再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。

人事課

人事課長　　　人事課の決算について説明
吉田委員　　　主要事業の成果33ページ　人事評価

あいさつの評価割合を増やしたと説明があった。あいさつはできて普通のことで、それが大きな評価項目になっているのか。

人事課長　　　態度評価における評価割合を５～８パーセントを18～25パーセントに変えたが、全体に影響するほどの変更ではない。

山田(か)委員　決算書87ページ　職員健康診断委託773万7,069円

時間外勤務は課によってばらつきがあると思うが、一番多い部署、200時間を超える部署はどこか。又、心の悩みを抱える職員の状況はどのようか。
人事課長　　　時間外勤務（月平均/人）の多い部署は、人事課、子育て支援課、土木課の順で、200時間を超える部署はない。平成26年度の病気休暇は29人で、メンタル不調はその内３人あり、分限休職に至ったのは２人だった。要因は家庭問題等いろんなケースがあり、現状で時間外勤務が要因とは考えにくい。

大島委員　　　主要事業の成果32ページ　職員研修

派遣研修に民間団体（哲師塾）とあるが、何のために誰を派遣したのか。

人事課長　　　元トヨタ自動車副社長が主宰し、民間の経営手法を学ぶため主任専門員（課長補佐級）１人を派遣した。

さとう委員　　主要事業の成果32ページ　平成26年度の職員状況

育児休業代替任期付職員の人数があるが、平成26年の育児休業者の人数と期間はどのようか。保育園に入れず育休を復帰を遅らせた職員はいるか。

人事課長　　　女性職員は出産後すべて育休を取っているが、人数と期間は確認して報告する。

委員長　　　　他になければ、人事課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。
　　　　　　　
午後０時10分休憩
　　　　　　　
午後１時00分再開

委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。
委員長　　　　人事課長から発言したい旨申し出があったので発言を許可する。

人事課長　　　育児休業の取得状況について確認したので報告する。

育児休業者は24人、内10人が新規に取得し、保育士7人、一般職17人だった。保育士の育児休業は、平成26年度末までが６人、平成28年度末まで１人、一般職は17人の内12人が子どもが３歳に達するまでと届を出している。又、保育園に入園できず復帰時期を変更した者はいない。

情報課

情報課長　　　情報課の決算について説明
山田(か)委員　決算書95ページ　ケーブルテレビ番組制作・放送委託2,715万1,200円

前年度比300万円増の理由は何か。

情報課長　　　ニュース、特集、おでかけワクワクレポートのストリーミング配信を始め、その費用339万1,200円が前年度比300万円に相当する。

吉田委員　　　決算書93ページ　ホームページ作成システム管理委託292万7,340円

システム管理とは何をどこまでするのか。

課長補佐（情報システム担当）

市のホームページはデータセンターで管理し、セキュリティ、運用コスト、アプリケーション更新を含めた費用である。

吉田委員　　　トップページを見ても求める情報がどこにあるかわからず、利用しにくい。利用しやすくするための改善を委託に含められないか。これまでにも改善を求めてきたが、改善されないのは人手不足、システム、必要性の何が問題か。

情報課長　　　見やすくすること、コンテンツは研究してみる。

さとう委員　　主要事業の成果34ページ（決算書93ページ）　社会保障・税番号制度対応業務

住基・税システム改修に約1,238万円、医療・福祉系システム改修に約600万円支出したが、委託業者はどう決めたのか。平成26年度でシステム改修は完了したか。又、ランニングコストはどの程度かかるのか。

課長補佐（情報システム担当）

この件に関しては国から段階を追って整備と指示があり、平成28年度までかかる。業者は本市の住民情報システムを扱うＮＥＣネクサソリューションズ株式会社と随意契約とした。中間サーバーの費用は、国が一括契約し分担金として12月までに報告されるので、今はわからない。

委員長　　　　他になければ、情報課の質疑及び意見は以上で終了する。
福祉施策室
福祉施策室長　福祉施策室の決算について説明

大島委員　　　決算書131ページ　社会福祉法人会計審査業務委託17万2,800円

内容は何か。

福祉施策室長　市内の４社会福祉法人の監査を市が実施するため、会計審査を外部の税理士に依頼した。対象は愛知たいようの杜、あいち福祉会、千寿会、社会福祉協議会の４法人である。

大島委員　　　主要事業の成果82ページ（決算書133ページ）　民生委員児童委員協議会補助金

協議会のどんな事業に対する補助か。民生委員はボランティアだと聞くが、補助金から報酬が支払われてないか。

福祉施策係長　活動費として日ごろの活動に対する費用弁償費、定例会、研修、部会活動への助成に充てられる。報酬がないという意味では、ボランティアと言っていい。

大島委員　　　費用弁償は月額いくらか。

福祉施策係長　確認して報告する。（「月額2,500円」と補足説明資料提出あり※６）

さとう委員　　主要事業の成果82ページ（決算書131ページ）　支え合いマップ策定事業

４地区で策定したが、市の目指すもの、納得できるものができたか。

福祉施策係長　マップを作ることで地域の実情を共有し、地域の課題を認識することが大きな目的である。地域の話し合いは今も続いているので、成果はあったと理解している。

佐野委員　　　支え合いマップ策定業務委託の当初予算75万円は、42万円の決算となっている。３回の指導と説明があったが、十分な議論ができたか。

福祉施策室長　地区の話し合いの中で子ども会活動が少ないという所では、子供会がラジオ体操を始めたように、地域で自発的な活動が始まっている。

さとう委員　　主要事業の成果82ページ（決算書131ページ）　社会福祉協議会補助金

約8,637万の補助金を交付した。主要事業の成果に「地域のサロン事業支援」とあるが、サロンはいくつでき、今後の展望はどのようか。

福祉施策室長　回数等確認して報告する。（「地域のつどい・サロン活動助成として25団体助成」と補足説明資料提出あり※６）

委員長　　　　他になければ、福祉施策室の質疑及び意見は以上で終了する。


福祉課
福祉課長　　　福祉課の決算について説明

山田(か)委員　主要事業の成果85ページ（決算書183ページ）　福祉避難所の非常食の備蓄

はんぶん米1,150食、飲料水960本の備蓄で足りるのか。アレルギー対応の備蓄はないのか。

福祉課長　　　福祉避難所の非常食は、平成28年度までの５年計画で備蓄している。飲料水は、災害時の受入れ協定を結んだ５施設約450人の３日分として約4,000本備蓄しているところである。はんぶん米は、人工透析患者が食べられ、アレルギー配慮のものである。

大島委員　　　主要事業の成果83ぺージ（決算書145ページ）　障がい者相談支援事業

5,265件の相談は、どのように相談があったか。

福祉係長　　　相談の方法は、訪問522件、来所584件、同行58件、電話1,132件、電子メール31件、個別支援会議227件、関係機関からの相談2,572件、その他37件、不明102件だった。

大島委員　　　主要事業の成果84ページ（決算書183ページ）　生活困窮者自立促進支援事業

生活保護世帯数と因果関係はあるか。

福祉課長　　　生活保護に至る前の層が対象。これまでは生活保護の相談に来ても受給要件に該当しないと帰っていた。この事業では、必要な就業支援等につなげ、自立できるよう支援する。生活保護から抜けたが、生活が安定しない人も支援できる。

佐野委員　　決算書145ページ　相談支援事業委託1,127万円

障害者の相談支援事業は社会福祉協議会とＮＰＯ法人百千鳥へ委託したが、受託法人の組織規模の差が相談業務に影響しなかったか。

福祉課長　　　支障があったとは聞いてない。

吉田委員　　　決算書143ページ　福祉有償運送運営協議会委員報償金５万1,100円

福祉有償運送の状況はどのようか。

福祉課長　　　ドライバーの確保が難しく、実績が芳しくないと報告があった。今年度ボランティアドライバー養成の安全運転講習を実施し、事業者を含め20人が受講した。

さとう委員　　決算書133ページ　臨時福祉給付金給付事業費5,169万4,577円

対象者の何パーセントに支給したか。事務委託のほか事務費が約1,000万円かかったが、市の持出しはあったか。

福祉課長　　　対象と思われる人への申請書送付5,700件、申請3,416件で約53パーセントとなる。申請しない人の中に支給要件があったかは扶養状況を把握できないのでわからない。給付金、事務費は全額国の負担で、持出しはない。

さとう委員　　主要事業の成果85ページ　避難行動要支援者登録

2,696人の対象の内、1,215人が登録申請書提出とあるが、未提出者への周知と提出しない理由を伺う。

福祉課長　　　住民票で対象者2,696人としたが、高齢者の状況は、民生委員の高齢者実態把握調査を通して把握している。その結果、二世帯住宅で子世帯と同居、施設入所等が約900人いた。近くに家族がいる、個人情報なので登録を控えたいという理由で提出しない人もいる。

さとう委員　　登録された要支援者情報は、自治会、自主防災会に提供しているのか。

福祉課長　　　自主防災組織、自治会連合会・区長会には、情報管理の覚書をいただき提供している。

さとう委員　　平成25年６月の災害対策基本法の改正で本人同意に基づかない全体名簿の作成が義務付けられたが、市の対応はどのようか。

福祉課長　　　現在作成している避難行動要支援者名簿は同意をいただいた方となる。サービスの給付のため住民基本台帳から高齢者、障害者の名簿があり、緊急時には支援や確認ができると考えている。

委員長　　　　他になければ、福祉課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩とする。
　　　　　　　
午後２時25分休憩
　　　　　　　
午後２時35分再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。
消防から配布のとおり補足説明資料の提出があった。※４

長寿課

長寿課長　　　長寿課の決算について説明
山田(け)委員　決算書149ページ　福祉の家屋上外壁等改修調査設計委託286万2,000円

決算額は予算額より180万円安くなった理由と設計内容はどのようか。

長寿課長　　　理由は確認して報告する。内容は平成28年１月から実施する屋上の防水工事、太陽光発電設置工事の設計である。（「入札による請負差金」と補足説明資料提出あり）※７

山田(か)委員　決算書135ぺージ　単位シニアクラブ運営事業補助金171万7,400円　シニアクラブ連合会補助金36万6,000円

連合会はいくつあるか、又、シニアクラブ会員数の推移はどのようか。

長寿課長　　　連合会は一つ、連合会を構成する21単位クラブ、1,435人だった。平成27年4月には22単位クラブ、1,521人になった。

山田(か)委員　補助の目的は何か。

いきいき長寿係長

環境活動、交通安全活動、単位クラブの活動等に対して補助した。

さとう委員　　決算書137ページ　敬老事業費257万4,205円

当初予算にある敬老会地域開催事業費補助20万円が決算にない。

長寿課長　　　計画したが地域開催ができるまでの調整がつかず、文化の家での催事とした。

さとう委員　　催事の費用を長寿課でなく文化の家が負担したのはおかしくないか。

長寿課長　　　文化の家が費用を負担しても市の事業に変わりはなく、文化の家で実施する催事であり、準備、調整、実施において効率的に進めることができると判断した。

さとう委員　　決算書139ページ　電子連絡帳システム運用管理業務委託194万4,000円

電子連絡帳システムは、どこまでつながったのか。

長寿課長　　　居宅介護支援事業所、医療機関は医師会、歯科医会、薬剤師会等へ依頼、介護関係は施設へ依頼し、利用者の情報共有ができる仕組みづくりをしている。約100事業所が登録している。

佐野委員　　　決算書151ページ　福祉の家地下水上水道化工事3,587万8,500円

この工事により、どれくらいのコストダウンができたか。

長寿課長　　　10月から汲み上げ、上水及び温泉の井戸水として使用しているが、約150万円水道代が安くなり、当初の15年が12年でペイできる見通しとなった。又、ランニングコストは、水道企業団からの給水より安い保守費用で維持できる。

委員長　　　　他になければ、長寿課の質疑及び意見は以上で終了する。
委員長　　　　福祉施策室から配布のとおり補足説明資料の提出があった。※６

子育て支援課
子育て支援課長　

子育て支援課の決算について説明

大島委員　　　主要事業の成果90ページ（決算書153ページ）　次世代育成支援事業

子ども・子育て支援事業計画では、待機児童のピークは平成27年度、以降供給が増え待機は減っているが、長久手の実態に合ってない。委託業者はどこへ委託したか。

子育て支援課長　

3歳以上は平成27年度以降、量の見込み、提供体制共に増、３歳未満は量の見込みは横ばいだが提供体制を増やし計画上横ばいとなる努力をする計画を策定した。策定はサーベイリサーチセンターへ委託した。
大島委員　　　主要事業の成果93ページ　入所児童

待機児童がありながら平成26年度入所率92.0パーセントとはどういうことか。

課長補佐　　　４月１日現在の入所率のため92パーセントと記載した。平成25年度は入所率106パーセントだったが、平成25～26年度の定員増により余裕ができた。

佐野委員　　　決算書179ページ　園舎等改修工事552万5,820円

市が洞保育園は新築したばかりだが、何がいけなかったのか。

子育て支援課長

設計後、緊急時に園児が集まる平場が必要となり、園庭に平場を設けることになった。、この変更で当初設計との差でウッドデッキと地面に段差が生じ、工期内に修正することができなかった。４月には園児の受け入れが決まっていたので開園を最優先とした。新年度に追加工事としたが、今後はないようにしたい。

山田(か)委員　決算書179ページ　私立保育所通所助成金191万9,490円

44人に助成したが、前年度の人数、助成額はどれだけか。保護者の所得に応じて助成されるが、どの階層が多いか。

子育て支援課長

平成25年度は、50人に171万9,000円助成した。月額1,000円の助成が21人と最も多い階層だった。助成額については検討を始めた。

さとう委員　　決算書161ページ　すぎのこ教室相談支援業務報償金86万4,000円

臨床心理士、言語聴覚士、作業療法士は月に何回入り、待ちがないように対応できたか。

子育て支援課長

臨床心理士、言語聴覚士は月１回、作業療法士は月２回のローテーションで入っている。

課長補佐（子ども家庭担当）

予約は専任の主任専門員（保育士）が対応している。平成26年度は回数を増やしたので、対応できないとは聞いてない。

さとう委員　　決算書159ページ　家庭児童相談室事業費27万4,178万円

ドメスティックバイオレンス（ＤＶ）、児童虐待等、相談件数252件の内訳はどのようか。又、ＤＶ、児童虐待で保護した人はいるか。

課長補佐（子ども家庭担当）

ＤＶは30件あり、252件の相談とは別に虐待通報が16件あった。一時保護をした案件もあった。
さとう委員　　決算書165ページほか　保育園費-園舎改修工事（色金保育園費、市が洞保育園費除く）
全保育園の保育室に空調設備が整ったが、使用頻度や電気代の増加はどの程度か。
子育て支援課長　一定の温度に達した時点で使用し、必要な時に使用している。新しい機材なので、例年より電気代は低く抑えられた。

委員長　　　　他になければ、子育て支援課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩とする。
　　　　　　　
午後４時06分休憩
　　　　　　　
午後４時15分再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。
長寿課から配布のとおり補足説明資料の提出があった。※７

保険医療課
保険医療課長　保険医療課の決算について説明
大島委員　　　決算書141ページ　精神障害者医療費2,188万9,181円

措置入院、通院の該当者は何人いるか。

保険医療課長　確認して報告する。（「措置入院なし」と補足説明資料提出あり）※８

さとう委員　　主要事業の成果99ページ（決算書141ページ）　子ども医療費事業

1人当たり医療費は0.6パーセント減の３万3,160円とあるが、他市と比較してどうか。又、対象者はどれだけ増加したか。

課長補佐　　　近隣市の状況は把握してない。子ども医療費は、15歳までの児童がすべて対象になる。小学校に入ると障害者医療費、母子家庭等医療費へ移行する人もいるが、対象となるすべての人に案内している。
委員長　　　　他になければ、保険医療課の質疑及び意見は以上で終了する。
　

健康推進課
健康推進課長　健康推進課の決算について説明
佐野委員　　　決算書189ページ　健康教育講師等報償金20万1,000円

元気の出る体操の講師報償金か。

健康推進課長　元気の出る体操収録指導に13万4,000円、５つの講座の講師料に６万7,000円支出した。

佐野委員　　　健康づくり推進事業委託89万6,400円、体操の啓発及び指導等委託22万4,000円の内容は何か。

健康推進課長　健康づくり推進事業委託は、元気の出る体操のＤＶＤ1,000枚、ＣＤ100枚、パンフレット1,000部を作成した。体操の啓発及び指導等委託は、練習会、イベント等の講師である。

佐野委員　　　決算書193ページ　一般不妊治療助費成金204万577円

予算の40人、200万円を超えている。応えていかなければいけない補助と思うが、必要性の検証はいかがか。

健康推進課長　自己負担２分の1、５万円上限、２年まで継続として40件分の予算を計上した。上限の５万円に満たない申請もあり、平成26年度は58件、204万円の助成をした。年度末に申請が多く件数や助成額をつかみきれないが、必要な事業であると判断している。

さとう委員　　主要事業の成果102ページ（決算書189ページ）　定期予防接種事業

接種を忘れた人への対応、保護者が接種を望まない場合の助言はどうしているか。

母子保健係長　保健センターの各種健診時に予防ができているか確認し、未接種の場合は接種の勧奨をする。健診の年齢が過ぎ、接種時期が決まっているものは、学年中でないと公費負担ができないので個別通知をする。又、保護者が接種を望まない場合は、努力義務であるが集団防衛の観点から接種の意味、意義、必要性等を説明している。それでも保護者が希望しないなら危険性や現状を説明し、適切な時期に保護者から本人へ説明するよう助言している。

さとう委員　　主要事業の成果103ページ（決算書193ページ）　乳幼児健診

３歳８か月児健診の受診率が９割を切っている理由は何か。

母子保健係長　３歳８か月児健診は目、歯の検査をする市独自の健診である。受診依頼はするが、必須ではないので他の健診に比べ受診率が低くなる。

委員長　　　　他になければ、健康推進課の質疑及び意見は以上で終了する。
委員長　　　　経営管理課から配布のとおり補足説明資料の提出があった。※５

土木課

土木課長　　　土木課の決算について説明　　　　　

さとう委員　　主要事業の成果105ページ（決算書219ページ）　道路新設改良工事

県道田籾名古屋線街路樹再整備工事4,520万3,400円は全額県費補助か。名古屋市では大きな木を抜きハナミズキを植えているが、長久手はハナミズキを抜き高木60本を植える。今後の管理やコストをどう考えているか。

土木課長　　　名古屋市の街路樹に対する考え方は、街路樹が大きくなりすぎ植え替えている。市内に大木はなく、丘陵から市街地へ緑を引き出す導線と考え、生活に密着したところに緑を置くことを趣旨に行っている。10年程度の維持管理費はそれほど変わらない。県費補助は3,390万2,000円で、ガードレールや舗装等対象外のものもある。

さとう委員　　主要事業の成果104ページ（決算書217ページ）　橋梁補修等設計業務委託及び橋梁耐震補強修正設計業務委託

橋梁の補修はこれで完了するか。

土木課長　　　対象は64橋あり、長寿命化修繕計画の中で優先順位をつけ平準化している。約10年で完了予定としているが、平成26年度は３年目で半分以上の橋が残っている。

委員長　　　　他になければ、土木課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩とする。
　　　　　　　
午後５時11分休憩
　　　　　　　
午後５時20分再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。
保険医療課から配布のとおり補足説明資料の提出があった。※８

都市計画課

都市計画課長　都市計画課の決算について説明　　　　　　　

佐野委員　　　決算書225ページ　緑化施策等推進業務委託140万760円

これは都市緑化あいちフェアサテライト会場の整備やイベント委託か。

都市計画課長　サテライト会場の福祉の家、ふれあい拠点のくすのき広場、はなみずき広場、自治体花壇の出展、市町村デーの企画、シンポジウム等、平成27年度の実施する事業計画を随意契約で電通名鉄コミュニケーションズに委託した。都市緑化あいちフェアの実行運営を愛知県から受託された所で、フェアを熟知し市の事業がうまく進むと判断して契約した。

さとう委員　　決算書227ページ　緑道植栽補植工事794万6,640円
当初予算にないが、どこに必要となったのか。

都市計画課長　都市緑化あいちフェアメイン会場とサテライト会場を結ぶ香流川緑道の植栽が枯れ、空地となっていたので、来場者のおもてなしのため補植した。

さとう委員　　主要事業の成果110ページ（決算書227ページ）　都市公園事業

39都市公園は長久手緑化事業協力会が指定管理者となっている。協力会から管理を担当する業者への配分は承知しているか。

都市計画課長　確認して報告する。（指定管理業務支払い概要の補足説明資料提出あり）※９
吉田委員　　　決算書227ページ　公園遊具保守点検委託248万4,300円　

遊具の点検は、ぐらつきやはずれだけか。塗装の点検はどうなっているか。

都市計画課長　劣化診断、非破壊検査、目視点検等、毎月専門業者が点検している。塗装は状況に応じ補修している。

吉田委員　　　仲作田公園の動物の置き物は、遊具かオブジェか。子どもが遊ぶ公園にそぐわない状態だが、現場を見ているか。

都市計画課長　遊具ととらえている。一度現場を確認する。

委員長　　　　他になければ、都市計画課の質疑及び意見は以上で終了する。

区画整理課

区画整理課長　区画整理課の決算について説明　　　　

さとう委員　　決算書229ページ　横断歩道橋設計委託707万4,000円

横断歩道橋の設計はどのようなものになったか。今定例会に提出された平成27年度の公園西駅周辺土地区画整理事業特別会計補正予算では、横断歩道橋工事費約５億円が減額となっているので、その経緯と今後の予定を説明願いたい。

公園西駅開発推進室長

平成26年度は当初予算に基本設計700万円、9月に補正予算で詳細設計の費用を認められ発注した。

この設計に基づき工事を発注し、今年９月末に完了予定だったが、駅舎の調整やイケアとの階段接続の位置が調整できず、平成27年度一杯設計にかり年度内の架橋が不可能となった。そのため特別会計の横断歩道橋工事の減額補正予算を提出した。

さとう委員　　決算書229ページ　太陽光発電設備導入計画策定業務委託982万8,000円

計画策定は全額環境省の補助金があったが、発電設備の面的設置、運用に環境省はどの程度補助するのか。又、計画ではどこに設置するのか。

公園西駅開発推進室長

太陽光発電設備導入計画に基づく設置は、官民関係なく補助がある。官が実施する場合は３分の２、民間実施は２分の１の補助となる。商業施設の屋根、公共施設、駅前広場、調整池へ設置する計画である。

委員長　　　　他になければ、区画整理課の質疑及び意見は以上で終了。

議会事務局

議会事務局長　議会事務局の決算について説明
委員長　　　　なければ、議会事務局の質疑及び意見は以上で終了。

この際、暫時休憩とする。

午後６時02分休憩
　　　　　　　
午後６時15分再開

委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。

都市計画課から配布のとおり補足説明資料の提出があった。※９

それでは討論採決を行う。
反対討論　なし

賛成討論

さとう委員　　全般的に健全な運営がされ、決算を認めたいと思う。市政協力員に総額100万円の支出をしているが、１人１万円の根拠がどこにも明記されていないと指摘したことに対し、そのようなものは他にもあると答弁した。今後は支出の根拠を明記するよう改善すべきである。幸せのモノサシづくり、住民プロジェクト推進事業、長久手未来まちづくり懇話会等、数百万円単位の委託の支払いがされているが、どのような形になっていくのか、市民にどのような効果があるのか鮮明に見えない。納税者である市民1人ひとりに説明できるよう進めてほしい。

反対討論　なし

賛成討論

大島委員　　　事業計画の策定は、コンサルへの委託が多いことが分かった。計画の中身が長久手市の現状に合ってないこと、随意契約が多いことも分かった。市は、市が洞保育園の指定管理や給食センターの民間委託検討等、財政力があるにもかかわらず、民間手法や経費削減をしていることが分かった。市長の時間がかかるが長久手らしさを財源の中でやっていこうという思いを感じ、新年度予算に所信表明で語られたことが反映されることを期待して賛成とする。

反対討論　なし

賛成討論　
佐野委員　　　長久手の進むべき未来を決めるには迷走している感はあるが、リスクを極力おさえた決算であるとして賛成する。

反対討論　なし

賛成討論　

山田(か)委員　　アドバイザーや報償金の項目がたくさんあり難しかった。まちの中で民間の方が一生懸命やってくだされば報償をだすこともあるだろうし、これからのまちづくりにとっていい方向に行けばと思い賛成とする

委員長　　　　認定第１号平成26年度長久手市一般会計決算認定について原案のとおり認定することに賛成の委員の挙手を求める。

　　　　挙手全員。よって認定第1号は原案のとおり認定することに決した。
　　　　　　　

委員長　　　　報告書については、正副委員長への一任を確認。

　　　（異議なし）

　　　
午後６時23分閉会
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。
平成２７年１０月１９日

決算特別委員会委員長　加藤和男
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